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大学生におけるデート DV 被害の男女差
―恋人による被支配感と自尊感情に与える影響―
Gender Differences in Dating Violence Victimization of University Students:  
Influences on the Sense of Being Controlled by Dating Partners and Self-Esteem.
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れを指す英語は dating violence であるが，日本では山口（2003）がデート相手に対する DV と
して「デート DV」と名付けて以降その名称が広く用いられており，いまやデート DV という
言葉を知っている者は 6 割に達している（内閣府男女共同参画局，2015）。デート DV への関









害者，女性が被害者という図式で語られることが一般的だが（例えば Harway & O’neil, 1999 鶴
訳 2011），デート DV においては必ずしもそうではない。恋人に暴力行為を受けた経験がある




算出したものだが，国際的に広く使われている Straus, Hamby, Boney-McCoy, & Sugarman（1996）








2009; 松野・秋山，2009; 森永他，2011; 上野他，2012）。海外の研究も，若年男性が恋人から暴
力行為を受けている実態を明らかにしている。直近の恋人から暴力行為を受けた男子大学生は
精神的暴力で 90％，身体的暴力で 40％にも達し（Simonelli & Ingram, 1998），女子大学生と同
程度（Kaura & Lohman, 2007），あるいはそれ以上に（Katz, Kuffel, & Coblentz, 2002）暴力行
為を受けている。暴力の種類別に検討した結果は，精神的暴力は男性が女性より多く受けてお
り（Zweig, Dank, Yahner, & Lachman, 2013），身体的暴力も同様であるが（Jezl, Molidor, & Wright, 
1996; Zweig et al., 2013），性的暴力は女性が多く受けている（White, Donat, & Bondurant, 2001 




















と指摘している。男性は女性より暴力行為を許容しており（Kaura & Lohman, 2007, 2009），男
性は身体が大きく力が強いため，暴力行為を行うと相手に恐怖心を抱かせやすい一方（Hamby 




2005; 片岡，2005; White et al., 2001 尾田訳 2004）。女性の方が暴力行為から精神的に重大な負
































































ありますか”と尋ね，「これまでに一度もない」，「1 回」，「2 回」，「3 ～ 5 回」，「6 ～ 10 回」，
「11 ～ 20 回」，「20 回以上」の 7 件法で回答を求めた。なお，交際した恋人が複数いる場合は
その中のひとりについて回答するよう教示した。










　調査参加者のうち，恋人との交際経験があり欠損値のない女性 267 名（女性の 57.92％），男
性 65 名（男性の 46.10％），計 332 名（全体の 53.90％）を分析対象とした。年齢の分布は 18 歳








力”（3 項目）である。なお，調査では 7 件法を用いたが，暴力行為を頻繁に受けたことがある
者は多くなかったため，分析では暴力行為を受けたことがない者を 0 点，ある者を 1 点とする
2 件法に変換した上でそれぞれの暴力行為ごとに合計得点を算出した。信頼性係数は，“精神的


























































　恋人による被支配感の全 10 項目について，1 因子を指定し最尤法による因子分析を行ったと
ころ，2 項目の共通性および因子負荷量が低かった。また，α 係数を算出したところ，その 2 項







α=.79 M SD 因子負荷量 共通性
恋人の反応が怖いので，言いたいことを言えない 2.10 1.28 .78 .61
恋人が機嫌を損ねないよう，いろいろなことを我慢している 2.49 1.33 .75 .55
何をするにも恋人がどう思うか気にしてしまい，自由にふる
まえない 2.41 1.32 .73 .53
いつも恋人の顔色をうかがい，びくびくしてしまう 1.99 1.23 .70 .49
恋人と別れたくなっても，恋人が許さないので無理だと思う 1.84 1.12 .38 .14
恋人といると，安心してのびのびできる* 2.17 1.20 .37 .14
恋人とは異なる意見でも，話し合えばわかってくれると思う* 2.29 1.22 .35 .12
恋人に対しては誰よりも正直に気持ちを打ち明けられる* 2.78 1.33 .30 .10
何事も恋人の意見を聞かないと，自分一人では決められない
（削除） 1.70 1.01 .26 .07
恋人と一緒にいないと，なんとなく不安になる（削除） 2.59 1.23 .22 .05
* 逆転項目















暴力 性別 n M SD F 値 η2 F 値 η2
精神的暴力：
束縛
あり 女性 128 19.06 7.03 暴力 0.69 .00 1.96 .01
あり 男性 45 18.31 6.39 性別 0.36 .00
なし 女性 139 16.96 5.83
なし 男性 20 18.85 5.50
精神的暴力：
軽侮
あり 女性 138 19.72 6.95 暴力 17.19 *** .05 0.03 .00
あり 男性 45 19.69 6.01 性別 0.04 .00
なし 女性 129 16.09 5.42
なし 男性 20 15.75 5.47
身体的暴力・
脅迫
あり 女性 38 21.21 7.49 暴力 5.24 * .02 2.24 .01
あり 男性 22 19.00 6.09 性別 0.52 .00
なし 女性 229 17.43 6.18
なし 男性 43 18.20 6.14
性的暴力
あり 女性 88 20.57 7.33 暴力 18.18 *** .05 0.01 .00
あり 男性 19 21.37 7.27 性別 0.55 .00
なし 女性 179 16.69 5.66





暴力 性別 n M SD F 値 η2 F 値 η2
精神的暴力：
束縛
あり 女性 128 29.11 6.65 暴力 0.60 .00 0.77 .01
あり 男性 45 31.29 8.55 性別 1.42 .00
なし 女性 139 29.22 7.24
なし 男性 20 29.55 5.81
精神的暴力：
軽侮
あり 女性 138 29.02 6.40 暴力 0.12 .00 0.00 .00
あり 男性 45 30.62 8.31 性別 2.50 .01
なし 女性 129 29.32 7.52
なし 男性 20 31.05 6.71
身体的暴力・
脅迫
あり 女性 38 27.76 5.29 暴力 0.26 .00 3.88 * .01
あり 男性 22 32.59 7.84 性別 5.48 * .02
なし 女性 229 29.40 7.17
なし 男性 43 29.81 7.71
性的暴力
あり 女性 88 30.16 7.24 暴力 0.85 .00 0.21 .00
あり 男性 19 31.11 9.94 性別 1.79 .01
なし 女性 179 28.68 6.78















p<.001, GFI=.96, AGFI=.74, CFI=.94, RMSEA=.12），等値制約をおかない分析を採用すること


















































































































と考えられる（Hamby & Jackson, 2010）。一方，男性も恋人にふるわれる身体的暴力から深刻
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